



































































Stressors Affecting Students as Perceived by Teachers









①被調査者　教員 250 名（小学校 67 名、中学校
75 名、高校 85 名、中高一貫校 11 名、特別支援
学校 12 名）。年齢は 30 ～ 50 代で、全員が非管理
職。










































































































































小 41 17 15 3 8 7 5 0 1 3 1 1 102
中 48 25 21 9 7 7 4 7 4 1 1 3 137
高 26 32 18 31 8 6 3 4 3 2 3 2 138
一貫 4 3 2 2 1 2 0 0 0 0 2 0 16
特支 3 1 2 2 0 0 8 0 0 0 0 1 17
合計 122 78 58 47 24 22 20 11 8 6 7 7 410
表 1　挙げられたストレッサーの数（校種別）
表 2　挙げられたストレッサーの数（校種別）




小学校 41（2.9**） 17（-0.8） 15（0.2） 3（-3.2**） 76
中学校 48（1.7） 25（-0.5） 21（0.5） 9（-2.2*） 103
高校 26（-4.2**） 32（1.2） 18（-0.7） 31（5.1**） 107







小学校 中学校 高校 中高一貫 特別支援
友人関係 友人関係全般 25 4 12 8 1 0
周りに合わせること 16 7 8 0 1 0
気をつかうこと 13 7 3 1 1 1
友人づくり 9 3 6 0 0 0
コミュニケーション困難 8 3 3 1 0 1
孤立・孤独感 7 4 1 2 0 0
周りの眼 7 3 3 1 0 0
学級内の位置 7 4 1 2 0 0
自分や本音を出せないこと 6 1 4 0 1 0
悪口・嫌がらせ 6 1 4 1 0 0
トラブル 6 2 3 1 0 0
仲間外れ 5 3 2 0 0 0
ネットいじめ・中傷 4 0 2 2 0 0
友人関係維持 4 0 4 0 0 0
いじめ 3 1 0 2 0 0
居場所がないこと 3 1 0 1 1 0
その他：ネット上の人間関係、グループ間対立 各 2。敵味方があること、嫌われることへの不安、友
人の性格 各 1。
学業 学力・成績不振 33 7 11 13 2 0
理解困難 13 5 4 4 0 0
学業全般 9 0 4 4 1 0
やる気のなさ 6 0 1 4 0 1
テスト 5 0 2 3 0 0
学習量の多さ 4 2 1 1 0 0
注意・小言 3 1 1 1 0 0
受験勉強 3 2 0 1 0 0
その他：授業参加、宿題、評価されること 各 2。劣等感、勉強する意味、留年、順位、塾 各 1。
家庭 親の子どもへの問題行動 24 9 9 5 1 0
家庭不和 13 1 4 6 1 1
家族との関係 7 2 2 2 1 0
経済的問題 7 0 3 4 0 0
親の子への関わり 3 2 1 0 0 0
家族の複雑な構成 3 2 0 1 0 0
家庭全般 3 2 0 1 0 0
その他：家族からの叱責、家庭からの評価 各 2。別離、居場所、家族への不信 各 1。
進路 進路全般 12 0 1 9 1 1
進路への不安 10 0 5 5 0 0
受験 8 2 2 4 0 0
学力・適性と希望とのギャップ 6 1 0 5 0 0
やりたいことがわからない 4 0 0 4 0 0





親からの過剰な期待 21 7 6 7 1 0



















































小学校 中学校 高校 中高一貫 特別支援
多忙・
両立
多忙 17 5 6 4 2 0
学校と塾や部活との両立 7 2 2 2 1 0
障害 障害によるコミュニケーション困難 6 1 1 0 0 4
発達障害 4 3 1 0 0 0
障害による学習困難 4 1 1 0 0 2
身体的障害 3 0 1 2 0 0
その他：障害全般 2。障害による進路決定困難、障害による混乱 各 1。
部活 部活の先輩との関係 3 0 2 1 0 0
部活内の人間関係 3 0 3 0 0 0
部活全般 3 0 2 1 0 0
その他：部活での位置、顧問からのプレッシャー 各 1。
教師 教師の指導・叱責 3 0 1 2 0 0
その他：教師からの評価 2。教師との相性、教師への不信 各 1。
学校制度
・文化
学校制度・文化 7 1 1 3 2 0
問題行動 問題行動をする児童生徒の存在 6 3 1 2 0 0


















































① 被調査者　教員 191 名（男性 85 名、女性 103 名、
不明 3名。小学校 51 名、中学校 55 名、高校 57 名、
中高一貫校 13 名、特別支援学校 11 名、不明 4名）。
年齢は 30 代が 54 名、40 代が 47 名、50 代が 87 名、
不明が 3名で、全員が非管理職。























































































































12．家族同士がうまくいっていない .845 -.101 -.104 .111
13．親から気にかけられない .811 .010 -.131 -.020
14．教師との関係がうまくいっていない .751 .039 .025 .018
７．学級内で孤立している .701 .105 -.061 -.092
８．学級内で弱い立場にいる .621 .087 .136 -.170
６．友人を作るのが難しい .415 .253 -.004 .026
15．教師からの評価を気にしすぎている .375 -.190 .205 .243
17． 部活・クラブ活動での人間関係でトラブルを起
こしている
.297 .206 .279 .124
３．授業内容の多くが理解できない .069 .838 -.047 -.005
２．学業にやる気が出ない .037 .741 .098 -.101
１．がんばっても学力・成績が伸びない -.012 .674 -.123 .055
９． ネット上（メールや LINEなど）の人間関係で
トラブルがある
.295 .347 .105 .139
５．意見などを周りに合わせようとしすぎている -.043 -.040 .918 -.108
４．周りの子に気をつかいすぎている .157 -.120 .777 -.038
16．部活・クラブ活動で忙しすぎる -.286 .122 .540 .203
11．親が干渉しすぎている .064 .007 -.112 .845
10．親から過度に期待されている -.074 .009 .111 .803
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .658
Ⅲ .500 .355































































人間関係 学業 気づかい・がまん 親の圧力 余裕のなさ 運営困難
学業 .611**
気づかい・がまん .323** .219**
親の圧力 .179* .069 .292**
余裕のなさ .067 .016 .157* .094
運営困難 .337** .151* .174* -.043 .347**




人間関係 サポートなし 12.33（2.89） 12.25（2.92） サポートの主効果有意、校種の主効果有意、交
互作用有意サポートあり 9.86（3.04） 12.30（3.43）
学業 サポートなし 5.93（1.94） 7.65（1.68） 校種の主効果有意
サポートあり 6.00（1.72） 7.47（2.19）
気づかい・がまん サポートなし 7.40（2.32） 8.20（2.04） サポートの主効果有意、校種の主効果有意
サポートあり 6.25（2.05） 7.82（2.05）
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